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年
頭
の
ご
挨
拶 

 
 
 

Ｏ
Ｂ
会
会
長 

小
松 

清
志 

     

明
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

会
員
の
皆
様
は
恙
な
く
新
し
い
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。 「

去
年
今
年
（
こ
ぞ
こ
と
し
）
」
大
晦

日
の
深
夜
か
ら
元
日
の
早
朝
に
か
け
て
、

時
の
流
れ
は
魔
法
の
よ
う
で
す
。
さ
っ
き

ま
で
ざ
わ
つ
い
て
い
た
年
の
瀬
の
空
気

が
、
一
変
し
静
か
に
引
き
締
ま
っ
て
い
ま

す
。
年
改
ま
る
和
や
か
な
朝
は
、
一
茶
の

「
め
で
た
さ
も
中
位
な
り
お
ら
が
春
」
正

月
と
い
っ
て
特
別
め
で
た
く
も
な
い
が
、

去
年
と
も
な
く
、
こ
と
し
と
も
な
く
一
夜

明
け
れ
ば
、
何
と
な
く
改
ま
っ
た
気
が
し

て
、
い
く
つ
歳
を
重
ね
て
も
あ
り
が
た
い

も
の
で
す
ね
。 

元
旦
の
早
朝
は
水
浴
を
し
て
、
若
水
を

汲
み
神
様
に
お
供
え
を
す
る
、
一
歩
玄
関

を
出
る
と
手
づ
く
り
の
門
松
と
し
め
縄

で
年
神
様
お
迎
え
し
新
春
を
寿
ぐ
、
い
く

ら
か
古
代
の
の
ど
か
さ
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。 

 

三
が
日
に
降
る
雪
や
雨
を｢

御
降
（
お

さ
が
り
）｣

と
言
い
ま
す
。
め
で
た
い
日

の
自
然
が
も
た
ら
す
生
憎
の
空
模
様
を

ご
先
祖
様
は
天
か
ら
の
授
か
り
も
の
と

し
て
美
し
い
言
葉
で
表
し
て
き
ま
し
た
。

言
葉
に
宿
る
霊
力
が
幸
を
も
た
ら
す
と

信
じ
て
き
た
民
族
な
ら
で
は
の
発
想
な

の
で
し
ょ
う
か
。 

顧
み
れ
ば
、
昨
年
は
諸
事
多
端
な
一
年

で
あ
り
ま
し
た
。
老
人
大
学
院
Ｏ
Ｂ
会
の

審
議
未
了
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
会

則
・
施
行
規
定
及
び
趣
味
の
芸
能
発
表
会

開
催
要
綱
を
臨
時
役
員
会
の
議
決
を
経

て
皆
様
方
の
ご
協
力
の
も
と
改
正
し
、
ま

た
そ
れ
に
伴
う
組
織
の
一
部
を
変
更
し

ま
し
た
。 

未
だ
道
半
ば
の
感
は
致
し
ま
す
が
、

２７
年
度
に
向
け
一
歩
一
歩
地
固
め
を
し

な
が
ら
前
進
し
て
行
く
所
存
で
す
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
協
力
賜
わ
り
た

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
年
々
歳
々
花
同
じ
、
歳
々
年
々
人
同

じ
か
ら
ず
」
来
年
度
に
向
け
役
員
人
事
を

は
じ
め
諸
準
備
は
進
め
て
お
り
ま
す
。 

「
明
る
く
・
楽
し
い
・
生
き
甲
斐
づ
く

り
」
を
目
的
と
し
た
Ｏ
Ｂ
会
を
め
ざ
し
役

員
一
同
、
皆
様
と
共
に
邁
進
い
た
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

本
年
も
宜
し
く
ご
指
導
ご
鞭
撻
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

    

■
Ｈ
２６
年
度
Ａ
班
Ｂ
班
合
同 

懇
親
会
の
開
催 

今
年
最
後
の
合
同
懇
親
会
が
ひ
ろ
し

ま
国
際
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

・
Ｂ
班(

５
・
６
・
７
・
８
班) 

１１
月
１９
日(

水)

４７
名
参
加  

・
Ａ
班(

１
・
２
・
３
・
４
班) 

１２
月
５
日(

金)

５８
名
参
加 

私
共
役
員
は
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
も
ら

い
、
各
班
長
・
副
班
長
の
紹
介
を
終
え
、

顧
問
の
乾
杯
に
て
開
宴
と
な
り
ま
し
た
。 

Ａ
Ｍ

１１
時

３０
分
～
Ｐ
Ｍ
２
時

３０
分

間
で
の
短
い
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、
良
く

食
べ
・
喋
り
・
飲
み
・
歌
い･

･
･

楽
し
い

一
時
で
し
た
。 

特
に
Ａ
班
の
皆
様
の
芸
達
者
に
は
感

心
し
ま
し
た
。
元
気
の
源
は
こ
こ
で
す
ね
。

Ａ
班
で
は
最
後
の
時
間
が
足
り
ず
延
長

を
ホ
テ
ル
側
と
交
渉
し
ま
し
た
が
、
次
の

予
約
が
有
り
残
念
で
し
た
。 

（
も
う
少
し
カ
ラ
オ
ケ
を 

聞
き
た
か
っ
た
の
に(

^^
♪)

） 

皆
さ
ま
お
元
気
で
良
い
年
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。 

一
年
間
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 

 

（
副
会
長 

進
藤 

里
枝
子
） 

広
島
市
老
人
大
学
院 

Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス 

発行責任者 

OB会会長 小松 清志 

総
務
部
ニ
ュ
ー
ス 
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■
平
成
２６
年
度
の
行
事 

・
１
月
６
日(

火) 

安
全
祈
願
祭
及
び 

 
 
 
 
 
 
 

  
 

新
年
互
礼
会 

・
２
月
４
日(

水)

各
事
業
部
部
会
予
定 

・
３
月
２７
日(
金)

役
員
反
省
懇
談
会 

・
４
月
２
日(
木) 
会
計
監
査
及
び 

決
算
役
員
会 

 
 

          

■
平
成
２７
年
度
に
向
け
て
の
諸
準
備 

・
１
月
５
日(

月)  
 

平
成
２７
年
度 

Ｏ
Ｂ
会
新
入
会
員
募
集
説
明
会 

・
１
月
１９
日(

月) 

Ｏ
Ｂ
会
新
入
会
員 

入
会
申
込
手
続
き
の
開
始 

・
３
月
１１
日(

水) 

平
成
２７
年
度 

事
業
計
画
・
予
算
編
成
会
議 

・
３
月
１９
日(

木) 

テ
キ
ス
ト
及
び 

総
会
議
案
書
作
成
委
員
会
(１) 

・
３
月
２６
日(

木) 

テ
キ
ス
ト
及
び 

総
会
議
案
書
作
成
委
員
会
(２) 

・
４
月
１０
日(

金)
 

テ
キ
ス
ト
及
び 

総
会
議
案
書
校
正
委
員
会 

・
４
月
１７
日(

金)
 

テ
キ
ス
ト
及
び 

総
会
議
案
書
最
終
校
正 

・
５
月
１
日(

金) 

平
成
２７
年
度 

総
会
準
備
役
員
会
及
び 

 

新
任
役
員
会 

・
５
月
７
日(

木) 

開
講
式
会
場
事
前 

打
合
せ
、
備
品
等
の
確
認 

    
◆ 
赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動 

１１
月

１１
日
（
火
）
広
島
共
同
募
金
会

(

福
祉
セ
ン
タ
ー
総
務
部
事
務
局)

主
催

の
街
頭
募
金
活

動
に
大
学
、
大
学

院
と
共
に
Ｏ
Ｂ

会
も
執
行
部
、
学

習
部

１３
名
が
参

加
し
て
紙
屋
町

そ
ご
う
前
や
エ

デ
イ
オ
ン
付
近

で
お
昼
時
に
行

い
ま
し
た
が
、
過

去
最
高
額
の
４

万
円
余
り
の
募

金
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

◆
平
成
２７
年
度
の
講
師
選
定 

１１
月
１２
日
（
水
）
学
習
部
会
を
開
催
し

執
行
部
と
協
議
の
う
え
、
推
薦
講
師
２８
名

の
中
か
ら
１１
名
を
内
定
し
ま
し
た
。 

後
日
、
講
師
内
定
者
に
依
頼
、
日
程
調

整
を
経
て
、
２
月
に
２７
年
度
の
講
座
計
画

を
確
定
す
る
予
定
で
す
。 

◆ 

平
和
記
念
公
園
ク
リ
ー
ン 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

雨
上
が
り
の
１２
月
１２
日
（
金
）
１０
時
、

年
末
恒
例
の
清
掃
活
動
を
大
学
・
大
学

院
・
Ｏ
Ｂ
会
総
勢
約
２
２
０
名
の
多
く
の

参
加
者
が
慰
霊
碑
前
に
集
ま
り
、
黙
祷
に

続
き
、
小
松

会
長
挨
拶

の
後
約

４０

分
の
清
掃

活
動
を
行

い
見
違
え

る
よ
う
に

き
れ
い
に

な
り
ま
し

た
。
寒
い
中

多
く
の
方

の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

◆ 

Ｏ
Ｂ
会
講
座
概
要 

【
第
７
回(
１１
月)

講
座
の
概
要
】 

「
音
楽
療
法
と
は
何
か
？
」 

音
楽
療
法
士 

久
保
敬
子 

先
生
は
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
で
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
専
攻
卒
業
さ
れ
、
更
に

ピ
ア
ノ
、
声
楽
も
勉
強
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

兵
庫
県
に
お
住
ま
い
の
時
、
阪
神
淡
路
大

震
災
に
あ
わ
れ
、
そ
の
後
、
兵
庫
県
音
楽

療
法
士
に
認
定
さ
れ
、
被
災
者
に
「
音
楽

に
よ
る
心
の
傷
の
癒
し
」
と
し
て
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。
広
島
に
戻
ら
れ
て
、
現
在

は
県
内
各
地
で
、
音
楽
療
法
士
と
し
て
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
度
の
講
座
で
は
、
音
楽
療
法
と
は

「
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
音

楽
を
介
し

て
構
築
さ

れ
る
治
療

学

で

あ

る
」
こ
と

の
説
明
か

ら
実
体
験

と
し
て
、 

発
声
練
習

か
ら
「
紅

葉
・
赤
と

ん
ぼ
・
港
」
の
合
唱
、
講
師
の
キ
ー
ボ
ー

ド
演
奏
で
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
の
合
唱
、

ま
た
楽
器
、
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
な
ど
の
実

体
験
が
あ
り
、
後
半
で
は
講
師
に
よ
る

「
エ
タ
ー
ナ
リ
ー
」
「
ム
ー
ン
・
リ
ヴ
ァ

ー
」
の
ピ
ア
ノ
演
奏
、「
ア
ベ
マ
リ
ア
」「
小

さ
い
秋
み
つ
け
た
」
の
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
も

披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

学
習
部
ニ
ュ
ー
ス 

■
Ｏ
Ｂ
会
会
員
の
継
続
手
続
き 

・
１
月
講
座
日 

継
続
更
新
の
手
続
き 

書
類
の
配
布 

・
２
月
講
座
日 

継
続
更
新
の
手
続
き 

開
始 

・
５
月
８
日(

金)  

平
成

２７
年
度 

開
講
式
及
び
第
１
回
講
座
及
び 

定
期
総
会 

<

広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー>
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【
第
８
回(

１２
月)

講
座
の
概
要
】 

「
絵
葉
書
の
中
の
広
島
～ 

閉
じ
込
め
ら
れ
た
街
の
面
影
」 

郷
土
資
料
館 

学
芸
員 

本
田
美
和
子 

本
田
講
師
は
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ

ン
タ
ー
や
広
島
城
を
へ
て
現
在
広
島
市

郷
土
資
料
館
で
学
芸
員
と
し
て
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

明
治
４
年
に
郵
便
制
度
が
始
ま
り
、
明

治

３３
年
に
初
め
て
私
製
葉
書
が
認
め
ら

れ
、
絵
葉
書
が
登
場
す
る
。
明
治

３９
年

に
「
日
露
戦
争
記
念
官
製
絵
葉
書
」
が
大

ブ
ー
ム
と
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、
名
所

案
内
・
記
念
行
事
・
事
件
・
美
人
・
広
告

な
ど
を
扱
っ
た
多
種
多
様
な
絵
葉
書
が

日
本
中
で
膨
大
に
発
行
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
絵
葉
書
が
単
な
る
葉
書
と
し
て

利
用
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
マ
ス
コ
ミ

が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
の
貴
重

な
メ
デ
イ
ア
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。 

 

広
島
で
も
明
治
末
期
・
大
正
・
昭
和
に

亘
り
名
所
、
建
築
物
、
軍
隊
、
記
念
、
宣

伝
用
と
多
く
の
絵
葉
書
が
発
行
さ
れ
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
に

は
現
存
し
な
い
も

の
も
多
く
あ
り
、
絵

葉
書
の
中
に
広
島

の
当
時
の
風
物
、
歴

史
を
垣
間
見
た
思

い
の
す
る
興
味
深
い
講
演
で
あ
っ
た
。 

   

◎ 

紅
葉
を
訪
ね
て 

研
修
部
部
長 

片
山 

長
官 

 

今
回
の
研
修
旅
行
で
、

５０
年
振
り
に

中
国
山
地
の
紅
葉
を
求
め
て
帝
釈
峡
を

計
画
し
ま
し
た
が
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
と
紅

葉
の
時
季
が
重
な
る
た
め
日
程
の
選
定

に
苦
労
し
ま
し
た
。

２０
～
３０
年
若
か
っ

た
ら
縦
走
も
考
え
ま
し
た
が
、
遊
覧
船
観

光
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
「
果
実
の
森

公
園
の
リ
ン

ゴ
狩
り
」
で
は
、

自
分
の
年
齢

を
考
え
皆
さ

ん
に
「
昼
食
前

だ
か
ら
食
べ

過
ぎ
な
い
よ

う
に
注
意
し

た

の

で

す

が
・
・
・
。
」
要
領
よ
く
大
根
お
ろ
し
を

準
備
し
て
来
て
お
ら
れ
る
方
も
お
ら
れ

ま
し
た
。 

 

反
省
点
は
、
女
性
用
の
ト
イ
レ
数
が
少

な
か
っ
た
事
と
、
山
間
部
で
一
度
に
１
２

８
名
が
昼
食
会
場
に
訪
れ
た
の
で
、
コ
ン

ロ
数
が
揃
わ
ず
迷
惑
を
お
か
け
し
た
事

を
お
詫
び
し
ま
す
。 

◎
京
都
一
泊
研
修
旅
行
の
案
内 

一
泊
旅
行
で
京
都
の
「
湯
の
花
温
泉
」

に
泊
ま
り
、
平
素
の
疲
れ
を
癒
し
て
頂
き
、

次
の
よ
う
な
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。 

         

初
日
の
冬
の
京
都
特
別
拝
観
は
、
世
界

文
化
遺
産
「
竜
安
寺
の
石
庭
」
は
勿
論
、

３
／
１０
～
１８
日
ま
で
秘
宝
の
茶
室
「
蔵

六
庵
」
と
、
１
１
５
年
ぶ
り
に
里
帰
り
し

た
襖
絵
「
群
仙
図
四
面
」
を
拝
観
し
ま
す
。 

２
日
目
は
、
京
都
三
大
祭
り
「
葵
祭
り
」

で
名
高
い
世
界
文
化
遺
産
「
下
鴨
神
社
」

を
参
拝
し
、特
別
拝
観

「
十
二
単
王
朝
の
舞
」

を
拝
観
し
ま
す
。 

そ
の
後
、
新
装
な
っ

た
世
界
遺
産「
宇
治
の

平
等
院
・
鳳
凰
堂
」
を

拝
観
し
て
帰
り
ま
す
。 

   

◆ 

絵
画
サ
ー
ク
ル 

絵
画
サ
ー
ク
ル
は
現
在

２２
名
、
内
Ｏ

Ｂ
会
員
は
７
名
で
す
。
月
の
第
一
、
第
三

水
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
四
時
迄
で
す
。 

集
中
し
て
描
い
て
い
る
時
間
は
、
せ
い

ぜ
い
一
時
間
半
か
ら
二
時
間
で
す
が
、

各
々
に
持
参
し
た
画
材
に
集
中
し
て
い

る
様
子
は
、
自
分
も
含
め
皆
さ
ん
や
は
り

絵
が
好
き

な
ん
で
す
。 

描
い
た

絵
を
先
生

に
見
て
頂

い
た
り
、

手
を
入
れ

て
頂
い
た

り
で
穏
や

か
な
時
間

が
過
ぎ
て
行
き
ま
す
。 

年
に
一
度
は
野
外
ス
ケ
ッ
チ
に
行
き

ま
す
。
先
日

１１
月
１９
日
、
縮
景
園
に
行

き
ま
し
た
。
い
つ
も
の
室
内
と
は
違
い
、

開
放
さ
れ
た
気
分
で
良
い
作
品
が
出
来

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

私
達
は
年
々
歳
を
取
り
ま
す
。 

し
か
し
、
自
分
に
趣
味
が
あ
る
、
楽
し
む

も
の
が
あ
る
と
い
う
事
は
す
ば
ら
し
い

趣
味
の
サ
ー
ク
ル
活
動 

研
修
部
ニ
ュ
ー
ス 

参
加
申
込
受
付(

Ａ)

班 

１
月
７
日
講
座
日 

 
 
 
 
 
 

(

Ｂ)

班 

１
月
１４
日
講
座
日 

申
込
締
切
日 

(

Ａ)

班 

２
月
４
日
講
座
日 

 
 
 
 
 
 

(

Ｂ)

班 

２
月
１８
日
講
座
日 

施 

行 

日 

３
月
１７
日(

火)

～
１８
日(

水) 

行 

先 

地 

「
冬
の
京
都
特
別
拝
観
と 

 
 
 
 
 
 
 

宇
治
平
等
院
鳳
凰
堂
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

湯
の
花
温
泉(

泊) 
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事
だ
と
思
い
ま
す
。 

足
腰
が
弱
っ
て
も
、
一
本
の
鉛
筆
と
紙
、 

絵
具
が
あ
れ
ば
楽
し
め
ま
す
。
ご
一
緒
に

い
か
が
で
す
か
。 

（
３５
期 

東 

道
子
） 

◆
パ
ソ
コ
ン
同
好
会 

パ
ソ
コ
ン
同
好
会
は
、
約
五
十
人
の
メ

ン
バ
ー
が
２
班
に
分
か
れ
て
、
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
毎
月
勉

強
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
は
通

常
自
分
持
ち
で
、
屋
外
で
使
う
と
き
は
重

い
の
を
引
っ
提
げ
て
持
ち
歩
く
の
で
す

が
、
こ
れ
が
ま
た
結
構
負
担
で
老
人
の
身

に
は
少
々
こ
た
え
ま
す
。
こ
こ
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
で
は

４０
台
の
パ
ソ
コ
ン
が
設
置

さ
れ
て
い
て
、
こ
の
利
用
者
も
多
く
、
使

用
す
る
予
約
も
ま
ま
な
ら
ぬ
状
態
で
す
。 

講
座
で
は
十
数
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
配
置
さ
れ

て
い
て
、
わ
か

り
に
く
い
と

き
は
手
を
上

げ
る
と
個
別

に
懇
切
丁
寧

な
説
明
を
受

け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

課
外
の
行
事

と
し
て
、
春
に
は
日
帰
り
旅
行
、
年
末
に

は
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ア
ー
を
借
り
切
っ
て

忘
年
会
、
秋
に
は
「
フ
ォ
ト
５
・
７
・
５
」

の
作
品
展
示
会
の
開
催
な
ど
が
恒
例
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
展
示
会
で
は
会
員

以
外
の
方
も
た
く
さ
ん
鑑
賞
し
て
い
た

だ
き
、
大
勢
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ

き
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

日
帰
り
の
旅
で
は
、
今
年
は
重
源
の
郷
、

昨
年
は
福
山
の
鞆
、
一
昨
年
は
瀬
戸
田
の

耕
三
寺
で
楽
し
み
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
の
雰
囲
気
を
十
二
分
に
味
わ
う

と
と
も
に
、
大
型
バ
ス
を
借
り
切
っ
て
の

旅
は
お
互
い
の
親
交
を
深
め
、
ま
す
ま
す

絆
を
深
め
る
次
第
で
す
。 

ま
た
別
の
機
会
が
あ
れ
ば
日
帰
り
の

旅
の
楽
し
さ
、
面
白
さ
を
紹
介
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。（
２８
期 

三
藤 

正
敏
） 

◆
七
宝
焼
き
サ
ー
ク
ル 

私
が
、
七
宝
焼
き
サ
ー
ク
ル
に
入
部
す

る
き
っ
か
け
は
、
大
学
祭
で
し
た
。 

先
輩
方
々
の
作
品
や
色
付
け
に
、
素
晴

ら
し
く
感
動
し
ま
し
た
。
な
か
な
か
思
う

作
品
が
出
来

ま
せ
ん
が
、

釜
だ
し
の
時

に
は
出
来
ば

え
に
わ
く
わ

く
し
ま
す
。 

サ
ー
ク
ル

は
、
第
二
・

第
四
火
曜
日
、

時
間
は
十
時
～
十
五
時
で
す
。 

今
年
は
、
三
名
の
新
入
会
員
を
迎
え
、

廣
田
先
生
の
指
導
を
受
け
、
作
品
作
り
に
、

お
し
ゃ
べ
り
に
和
気
あ
い
あ
い
と
、
楽
し

ん
で
い
ま
す
。（
３４
期 

大
谷 

恵
美
子
） 

◆
水
墨
画
同
好
会(

墨
遊
会)  

私
た
ち
同
好
会
は
毎
月
第
１
・
第
３
の

木
曜
日
が
定
例
の
講
座
日
で
す
。
講
座
当

日
、
前
回
講
座
日
の
宿
題
作
品
を
掲
示
し

て
、
先
生
か
ら
個
々
の
作
品
の
講
評
を
頂

き
、
そ
の
後
各
々
の
席
を
廻
ら
れ
、
次
回

の
宿
題
作
品
に
つ
い
て
の
き
め
細
や
か

な
指
導
を
な
さ
い
ま
す
。
講
座
終
了
後
、

会
員
は
一
時
間
ば
か
り
お
茶
を
楽
し
ん

で
解
散
と
い
う
の
が
恒
例
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。
例
年
秋
口
に
一
週
間
程
度
の

「
作
品
展
示
会
」
を
開
催
し
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
ご
意
見

等
を
頂
く
事
を

楽
し
み
に
し
て
、

来
年
へ
向
け
て

の
出
展
を
目
指

し
、
必
然
会
員

の
作
品
作
り
に

も
力
が
入
り
始

め
た
処
で
す
。 

若
干
気
に
な
る
点
は
、
会
員
の
平
均
年

齢
が

80
歳
少
々
と
少
し
高
い
こ
と
で
す

が
、
皆
さ
ん
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
く
ら

い
元
気
で
作
品
制
作
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
姿
を
見
る
と
、
今
の
と
こ
ろ
心
配
ご

無
用
の
よ
う
で
す
。 

ま
た
、
会
で
は
出
展
作
品
を
「
作
品
集
」

に
纏
め
て
会
員
に
配
布
し
、
い
つ
で
も
自

分
の
足
跡
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
お
手
伝
い
を
し
て
好
評
を
得
て
い

ま
す
。 

今
年
度
は
会
員

１２
名
で
の
ス
タ
ー
ト

で
、
和
気
藹
々
の
同
好
会
は
、
現
状
の
存

続
発
展
を
目
指
し
、
一
層
の
親
睦
を
図
る

た
め
に
、
年
３
回
「
懇
親
会
」
と
会
員
の

希
望
に
従
っ
て
、
と
き
に
は
「
昼
食
会
」

を
開
催
し
、
食
事
を
し
な
が
ら
井
戸
端
会

議
風
の
会
話
で
、
素
敵
な
時
間
を
過
ご
す

事
を
恒
例
に
し
て
い
ま
す
。
水
墨
画
に
興

味
の
お
持
ち
の
方
、
ぜ
ひ
一
度
、
教
室
を

覗
き
に
き
て
頂
け
ま
せ
ん
か
？
お
待
ち

し
て
ま
～
す
。 

 

（
２６
期 

長
尾 

恵
） 

   

会
員
の
皆
さ
ま
、
お
元
気
で
新
し
い
年

を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

今
年
度
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
は
第

４１
号

で
最
終
号
と
な
り
ま
し
た
。
ご
投
稿
ご
協

力
頂
き
ま
し
た
Ｏ
Ｂ
会
員
の
皆
様
に
編

集
委
員
一
同
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 
  

（
文
化
部
一
同
） 

編 

集 

後 

記 


